	日本溶射学会　原稿表紙
	原稿送付日
	年　月　日

	原稿の種類
	[bookmark: _GoBack]☐研究論文，☐レビュー論文，☐技術論文，☐速報論文，☐寄書
☐総説，☐展望，☐講座・解説，☐技術速報，☐技術・製品紹介
☐会報記事（溶射の広場，夢を語ろう，研究室紹介，〔　　　　　　　　　　　　〕）
☐その他（　　　　　　　　　　　　）

	表題
	和文
	

	
	英文
	

	脚注への印刷文
	





	責任著者(Corresponding author)の氏名，E-mail
	会員
資格
	所属先名称，同所在地

	氏 名
	
	
	所属先
	

	英 字
	
	
	英文名
	

	E-mail
	
	所在地
	

	
	
	英文名
	



	投稿原稿の枚数
	本文　枚，　　表　枚，　　図　枚



	事務局への連絡事項
	





	入手希望の出版物※
	☐ PDF モノクロ（20,000円）
	☐ PDF カラー（30,000円）

	
	☐ 別刷り 冊子モノクロ（部数　　部）
	☐ 別刷り冊子カラ―（　　部）+実費

	
	別刷り料金は投稿規定（表3）をご確認下さい


※掲載決定までにご入力下さい。

以下の太枠内は，本会事務局で記入します。
	原稿受付日
	年　　月　　日
	原稿受付番号
	

	授受経過記録
	



	その他
	





	著者全員の氏名※，E-mail
（責任著者に☑を入れて下さい。）
	会員
資格
	所属先名称，同所在地

	☑
	
	
	所属先
	

	英 字
	
	
	英文名
	

	E-mail
	
	所在地
	

	
	
	英文名
	

	☐
	
	
	所属先
	

	英 字
	
	
	英文名
	

	E-mail
	
	所在地
	

	
	
	英文名
	

	☐
	
	
	所属先
	

	英 字
	
	
	英文名
	

	E-mail
	
	所在地
	

	
	
	英文名
	

	☐
	
	
	所属先
	

	英 字
	
	
	英文名
	

	E-mail
	
	所在地
	

	
	
	英文名
	

	☐
	
	
	所属先
	

	英 字
	
	
	英文名
	

	E-mail
	
	所在地
	

	
	
	英文名
	

	☐
	
	
	所属先
	

	英 字
	
	
	英文名
	

	E-mail
	
	所在地
	

	
	
	英文名
	

	☐
	
	
	所属先
	

	英 字
	
	
	英文名
	

	E-mail
	
	所在地
	

	
	
	英文名
	

	☐
	
	
	所属先
	

	英 字
	
	
	英文名
	

	E-mail
	
	所在地
	

	
	
	英文名
	

	☐
	
	
	所属先
	

	英 字
	
	
	英文名
	

	E-mail
	
	所在地
	

	
	
	英文名
	


※第一著者から最終著者まで，全員の情報を順にご入力下さい。


Abstract (< 200 words)
………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

Keywords (5-10 words)
 supersonic nozzle, laser ablation, laser energy density, solid oxide fuel cell, fracture toughness


1

1．緒言

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○1)．
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○2-4)．
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○1,5-7)．


2．実験方法

2.1　××××××
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

 (Eq. 1)

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○をFig. 1に示す．Fig. 1

Figure 2は，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．Fig. 2


2.2　△△△△△△Table 1

Table 1は，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○.
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．


3．実験結果および考察

3.1　××××××
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

3.2　△△△△△△
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．




4．結論

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
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Table


Table 1 Conditions of thermal spraying and fusing by 
(a) C3H6-HVOF and (b) H2-HVOF.

	(a) Hardware: Sulzer Metco, DJ2700
Gas flow, L/min [normal]

	C3H6
	O2
	Air

	77
	127-253
	375-463



	(b) Hardware: Sulzer Metco, DJ2600
Gas flow, L/min [normal]

	H2
	O2
	Air

	717
	147
	438








Figure captions

Fig. 1 Schematic diagram of the experimental apparatus.

Fig. 2 Relationship between the relative XXX and YYY.

Fig. 3 Cross-sectional SEM images of the XXX film on the YYY substrate: a) RRR and b) QQQQ.



Figures



[image: ダイアグラム

自動的に生成された説明]
Fig. 1 Schematic diagram of the experimental apparatus.
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	4.3 SI単位
	☐

	1 一般的な注意
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	1.1 原稿
	☐
	2.1（8）
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	4.4（1）
	☐

	1.2 原稿表紙
	☐
	2.1（9）
	☐
	4.4（2）
	☐
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	☐
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	4.4（3）
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	1.4 表題
	☐
	2.1（11）
	☐
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	1.5 論文内容
	☐
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	☐
	

	1.6 内容構成
	☐
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	1.7 見出し
	☐
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	「未投稿原稿であること」，且つ「著作権の譲渡が必要であること」の確認※
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3. 本原稿の内容に関しては，著者（ら）が一切の責任を負う。
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年　月　日　責任著者の氏名：　
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